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構文解析 
  

                     2018.7.25 国分芳宏 

 用語があるかないかだけで検索している現行の検索システムはもはや限界にきています。

文の構造を持った状態でデータベース化しておいて、文の構造の形で検索をするべきです。

構文解析は文の構造を調べるためのプログラムです。翻訳などのための高度な日本語解析で

も用いられます。 

mecabの辞書を用いて新たに構文解析を作っています。旧システムでは慣用句、副詞、連

体詞などが誤解析の原因となっていたのでこの点に重点を置いて辞書を補強しています。 

 

構文解析の基本的な手法 

 構文解析は係り受け解析ともいいます。どの用語がどの用語に係るかを調べて文の構造を

決めます。受けの性格として体言（名詞）と用言とがあります。それに係る係りの性格とし

て連体修飾と連用修飾とどこにも係らない独立とがあります。その関係を調べて係り先を決

定して文の構造を調べます。体言は助詞によって、連用修飾格になる場合と、連体修飾格に

なる場合とがあります。用言は連用形が連用修飾格になり、連体形が連体修飾格になります。 

 

 連用修飾格 連体修飾格 独立格 

単独の品詞 副詞 連体詞 間投詞 

名詞 

 時の名詞（副詞） 

 数量詞 

 副助詞による 

 接尾辞による 

 形式名詞による 

学校で 

今朝  （食べた） 

5 人   （来た） 

学校より（大きい） 

制度上 

精度のため 

学校の 

学校に対する 

学校だ 

動詞 連用形  動いて 連体形  動く 動く。 

形容詞 連用形  青く 連体形  青い 青い 

形容動詞 

 

連用形  元気に 

     元気で 

連用形  堂々と 

連体形  元気な 

連体形  堂々たる 

元気だ。 

接続詞 その上 といった  
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構文解析 

次の文を構文解析します。 

 

  今年の夏は暑かったので紅葉は遅いと聞いていましたが、先日、老いた母と 

  妻を連れて養老渓谷へ行ってきました｡ 

 

 前の文を係り受けに分解して文節同士の修飾関係を詳しく見てみましょう。 

 構文解析すると何が何に係っているのかが分かります。 

    係り（修飾側）          受け（修飾される側） 

今年の      連体修飾格   夏は        体言で始まる格 

夏は       連用修飾格   暑かったので、   用言で始まる格 

暑かったので   連用修飾格   聞いていましたが  用言で始まる格 

紅葉は      連用修飾格   遅いと       用言で始まる格 

遅いと      連用修飾格   聞いていましたが  用言で始まる格 

聞いていましたが 連用修飾格   行ってきました   用言で始まる格 

先日       連用修飾格   行ってきました   用言で始まる格 

老いた      連体修飾格   母と        体言で始まる格 

母を       連用修飾格   連れて       用言で始まる格 

妻を       連用修飾格   連れて       用言で始まる格 

連れて      連用修飾格   行ってきました   用言で始まる格 

養老渓谷へ    連用修飾格   行ってきました   用言で始まる格 

 

 この係り受けの形でデータベースにしておき、検索する文も同じように構文解析して検索

すればノイズが大幅に減ることが期待できます。 

 

係り受けの強さ 

 文、短文、文節の順で強さがあり、より強さが強い文節をまたいで係ることはありません。 

この性質を利用して文の構造が決められます。 

  強さ１ 文節 格助詞などで終わる 

  強さ２ 単文 読点、接続詞、接続助詞などで終わる 

  強さ３ 文  句点、間投詞、終助詞などで終わる 

 この例文は次の 4つの単文に分かれます。すべてが最後の「行ってきました」に係ります。 

  今年の夏は暑かったので紅葉は遅いと聞いていましたが、 

  先日、 

  老いた母と妻を連れて 

  養老渓谷へ                        行ってきました｡ 
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構造を見やすくするために木構造にして表します。 

 

    今年の─┐       

       夏は─┐     

       暑かったので─┐   

        紅葉は─┐ │   

          遅いと─┤   

       聞いていましたが、─┐ 

             先日、─┤ 

         老いた─┐   │ 

            母と─┐ │ 

            妻を─┤ │ 

             連れて─┤ 

           養老渓谷へ─┤ 

            行ってきました。 

 

副詞の係り先 

一般に副詞は用言に係ることになっていますが、細かく見ていくと係り先に制限がある副詞

があります。解析の精度をあげるために副詞を次の４種類に分類します。 

 数量副詞 

 程度副詞 

 陳述副詞 

 様態副詞 

 

数量副詞 

数量副詞「およそ」は「５本」という数量詞に係りますが「きっと」は係りません。数量詞

は副詞としても働きます。 

 

およそ─┐       きっと─┐ 

   ５本─┐       ５本─┤ 

    あります。          あります。 

 

程度副詞 

形容詞に係る副詞。程度副詞「とても」は「興味深い」という形容詞に係りますが「これは」

は係りません。 
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とても─┐            これは─┐ 

  興味深い─┐        興味深い─┤ 

     話でした。          話です。 

 

名詞についた結果、程度副詞として形容詞に係る副助詞があります。 

程度副詞として形容詞に係る例 

 

学校より─┐ 

    大きい。 

 

連体詞には程度副詞は係りませんが「大きな」、「小さな」、「おかしな」の３つの連体詞

には程度副詞が係ります。次の例では「大きな」という連体詞に「とても」という程度副詞

がかかりますが「いわゆる」という連体詞には係りません。 

 

とても─┐          ×とても─┐ 

  大きな─┐        いわゆる─┤ 

     リンゴです。       リンゴです。 

 

形容詞には数量詞も係ります。 

 

１年─┐            これは─┐ 

  遅い─┐           遅い─┤ 

   卒業です。           話です。 

 

陳述副詞 

陳述副詞はモダリティー（文節の末尾で筆者の文節に対する説明）に係ります。 

陳述副詞「さっぱり」は否定のモダリティー「ません」に係りますが「ています」には係り

ません。 

 

さっぱり─┐      ×さっぱり─┐ 

    働きません。      動いています。 

 

 

陳述副詞「是非」は希望のモダリティー「たい」に係りますが「でしょう」には係りません。 
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是非─┐        ×是非─┐ 

  会いたい。        働くでしょう。  

 

慣用句 

慣用句はまとめて 1つの用語として扱う必要があります。 

  領主は─┐            ×領主は─┐ 

  農民の─┤          農民の─┐   │ 

  手に掛かった。            手に─┤ 

                      掛かった。 

 「手に掛かる」というのは「殺される」という意味の慣用句で慣用句を一まとめにしてあ

つかわないと文の構造が分かりません。 

 

双主文 

主語が２つあるように見える文があります。 

象は-T┐         象は─┐ 

  鼻が─┐       鼻が─┤ 

    長い。        ある。 

Tは双主文の意味です。 

 

並列構造 

  お酒と-P┐           彼と─┐   

     ビールを─┐            ビールを─┐ 

        飲みました。            飲みました。 

Pは並列の意味です。 

 

「お酒」と「ビール」は両方とも「物」なので並列になります。しかし「彼」は「人」で「ビ

ール」は「物」です。並列にすると「彼」を飲んでしまうことになります。 
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後書き 

 日本語処理のシステムを手放してから 6年たちました。やはり頭の中では日本語処理につ

いていろいろ考えていて、ときどきホームページに書いていました。現在も長い間身に付い

た習慣でテレビの前にメモ用紙と鉛筆があり、気になった用語や言い回しをメモして追加し

ています。mecabの辞書を入手したのがきっかけで新たに構文解析プログラムを開発する気

になりました。お陰様で生活に張りが出てきて、毎朝 5時には起きてパソコンに向かってい

ます。飲み歩くこともやや少なくなりました。日本語処理でまだやってみたいことがあるの

とその有用性を確かめるために今後このプログラムをベースにしていろいろやってみよう

と考えています。 

 mecabの辞書のうち慣用句、副詞、連体詞、助詞、助動詞などは私の集めたものに置き換

えました。mecabの意味分類の仕方は私が考えているものと異なるため、ときどき解析ミス

をします。システムに実装するためには、辞書を検査する必要があります。 

 不勉強で Windowsが分からないのでｃ言語を用いてコマンドプロンプト上で作っていま

す。2000ステップ程度のプログラムです。ご興味のあるかたはご連絡ください。  


